
茨城県主催
i-Constructionホンキの一歩
～小規模現場でも生産性向上！～

(オンラインセミナー版）



スケジュール

• 開会のご挨拶

• 茨城県より説明（チャレンジいばらき簡単活用型について）

• 小規模現場対応の方法

• 3次元設計データ作成

• 本日のまとめ



CONTACTとは

i-Constructionの普及を推進するためのグループ



活動内容

オンラインセミナー 講習会・体験会

中小規模の現場でも、i-Constructionを推進させる



小規模ICT活用工事の方法



これまで これから

仕事量

人手
不足

i-Constructionの発足

労働力不足

i-Construction開始

生産性向上が必要

目的

手段

生産性向上

ICT活用

道具で補い技術力UP！



i-Construction発注 (当初)

①～⑤のICT活用工事を行うこと
を 「ICT活用工事」と定義

国発注

①
３次元
起工測量

②
３次元
設計データ

③
ICT施工

④
３次元
出来形
管理

⑤
３次元
納品

ICT建機が必要なのか…

i-Constructionは、全ての工程で
ICTを使わないといけないの？

i-Constructionは高くてできない…



i-Constructionの発注 (自治体の現状)

一部の工程でICTを活用することを
「ICT活用工事」と定義

自治体の裁量でICT活用を選択

自治体発注

一部のことからはじめられる！

できることから取り組める環境がある！

基盤である測量・設計を習得しよう！

目的＝生産性向上のため

①
３次元
起工測量

②
３次元
設計データ

③
ICT施工

④
３次元
出来形
管理

⑤
３次元
納品

できることから
取り組める！

チャレンジいばらき
Ⅰ・Ⅱ型では
①②でOK

(詳細は後述)

茨城県の例



小規模現場でのICT活用工事が始まります！

国交省が小規模現場でのICT活用工事
促進のため、ワーキンググループ(WG)を設立

どのようにして対応をしていきますか？

これまでの流れ：
21年度 10月 現場実証
22年度 04月～ 小規模ICTの実施要領が発刊

直轄工事で導入(ICT土工 1,000㎥未満)

茨城県も参加

茨城県でも
「チャレンジいばらき簡単活用型」として応用・導入！



1,000㎥未満の工事が対象

TSやGNSSを活用した断面管理を標準とする

施工は小型のICT建機で対応

★ポイント

小規模ICT活用工事 (土工 1,000㎥未満)



②④⑤が必須

①３次元
起工測量

従来法

点で測る

面で測る

選択

②３次元
設計データ

必須

⑤３次元
納品

必須

③ICT
施工

選択

①③を選択可能

小規模ICT活用工事 (土工 1,000㎥未満)

④３次元
出来形管理

点で測る

必須(基本は断面管理)

面で測る



茨城県について



R4年度からの茨城県の取り組み

発注方式 土工量
①3次元
起工測量

②3次元
設計データ

③ICT

施工
④3次元
出来形管理

⑤3次元
納品

発注者
指定型

7,000㎥以上

〇 〇 〇 〇 〇

チャレンジ
いばらき
Ⅰ型

● ● 〇 〇 〇

受注者
希望型

3,000㎥以上
7,000㎥未満

〇 〇 〇 〇 〇

チャレンジ
いばらき
Ⅱ型

3,000㎥未満

〇 〇

チャレンジ
いばらき
簡単活用型

〇 〇 〇

地元コンサル会社が実施 受注した建設会社が実施

受注した建設会社が実施

③④いずれか、または両方

原則すべて実施する

原則すべて実施するが、協議で一部に変更可能

任意で実施



①
３次元
起工測量

②
３次元
設計データ

⑤
３次元
納品

④
３次元

出来形管理

③
ICT
施工

チャレンジいばらき簡単活用型(3,000㎥未満)NEW

※工事成績評定での創意工夫 加点あり1点(0.4点)
他の方式…2点 内製化したら3点(Ⅰ型Ⅱ型は除く)



まずは3次元設計データの作成！

発注図面

基準点

平面図

縦断図

横断図
3次元化

これが基本ですが、その他の簡易的に
3次元設計データを作成する方法も
認められています (小規模でもできる方法あり)

チャレンジいばらき簡単活用型への対応(例)

3次元設計データ



Excelで作成する場合 実は・・・
Excelで3次元設計データを
作成することが可能なんです！

今日やる作業は・・・
例：床掘、法面、整地、丁張 など

今日やる作業の部分だけつくる
→ すぐに現場にもっていく！

まずは3次元設計データの作成！

チャレンジいばらき簡単活用型への対応(例)



本線
設計あり

取付道路
設計なし

本線
設計あり

取付道路
設計なし

まずは3次元設計データの作成！

現場で作成する場合

測量から施工まで、一連の流れで行うことができます

現場で設計を作成
することも可能です

そのまま施工に活用
することもできます

チャレンジいばらき簡単活用型への対応(例)

複数点取得



ICT建機(ショベル)
を用いてつくる施工データも
認められています！

①刃先で計測

②現場合わせで作成

XYZ XYZ

ミラーバケット

ミラーで行っていたことが
刃先に代わるだけです

現場で作成する場合

まずは3次元設計データの作成！

チャレンジいばらき簡単活用型への対応(例)



3次元設計データの
作成は難しい？

3次元設計データの作成方法

様々な方法があります

できることから・取り組みやすい方法からはじめてみてください！

3D-CADで作成 Excelで作成

TSで作成 ｼｮﾍﾞﾙで作成



準備工でのICT活用

２人 事前に計算

日々の業務の効率化は、取り組みやす事からはじめられます

１人 計算不要

チャレンジいばらき簡単活用型への対応(例)



例えば、Ｕ字溝、L字溝の設置時・・・

×
×

任せられる
作業員さんに

・曲線通りに設置するには丁張が増える。

・丁張を減らせば設計曲線通りに施工しづらい。

・丁張の位置が側溝と合うとは限らない。

丁張必要無し
or 削減

準備工でのICT活用

チャレンジいばらき簡単活用型への対応(例)

丁張 構造物 座標

横断 路線 レベル



ICT施工

お持ちの重機が

チャレンジいばらき簡単活用型への対応(例)



ICT施工

ICT建機になります

チャレンジいばらき簡単活用型への対応(例)



ICT施工

ICT建機になります

チャレンジいばらき簡単活用型への対応(例)

杭ナビを活用することでマシンガイダンス
(ICT施工)に対応できるようになります

現場例：

構造物・床掘 下水道工事 山間部工事

杭ナビ＝センサー

小型
ショベル対応

小規模現場でも活用可能！



丁張り必要無し
×

作業員による高さ確認必要無し

×

構造物設置時・・・
掘削幅

通り

掘削位置確認高さ確認

オペレーターが掘削高さ・掘削位置がわかる

画面で水平位置・高さの両方を重機に乗ったままチェックできる
→ 丁張りは必要なし

小規模現場での活用例

XYZ XYZ

ミラーバケット



(参考) 試行技術のアンケート結果

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/constplan/content/001
447954.pdf

ＩＣＴ普及促進WG（第３回）令和３年１２月２７日 国
土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課 より引用

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/constplan/content/001447954.pdf


大規模
だけ？

今やICT施工のハードルは高くない！

小規模
OK！

小規模現場でもICT施工は可能になっています！



以下から選択（複数以上可）して、出来形管理を行うものとする。
(茨城県土木部が発注するＩＣＴ活用促進工事（土工・作業土工（床掘））の実施要領より引用)

・空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理
・地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理
・ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理
・ＴＳ（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理
・ＲＴＫ－ＧＮＳＳを用いた出来形管理

・無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理
・地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理
・施工履歴データを用いた出来形管理（河床掘削等）
・その他の３次元計測技術を用いた出来形管理

面的に管理する 点で計測する
(従来法に近い)

レーザースキャナ、
UAV

TS、
GNSS

施工履歴データ

ICTショベル ※水中等

3次元出来形管理

小規模でも
実施しやすい

チャレンジいばらき簡単活用型への対応(例)



チャレンジいばらき簡単活用型への対応(例)

3次元出来形管理

チャレンジいばらき簡単活用型では、
トータルステーションによる断面管理が基本となる

(例)Excelで作成した
3次元設計データ

１人

どこでも

計算不要



3次元出来形管理 (断面管理)

コンベックス

これまで・・・
レベル

道路
中心

道路
端部

法面
小段

法肩

法尻
今後は！

ワンマン出来形

幅、長さ、高さをチェック

幅

高さ長さ

３次元計測技術を用いた出来形管理要領(案) 令和４年３月版 国土交通省 より引用



3次元設計データの作成





様々な方法があります

3D-CADで作成 Excelで作成

TSで作成 ｼｮﾍﾞﾙで作成

3次元設計データの作成



ま と め



①
３次元
起工測量

②
３次元
設計データ

⑤
３次元
納品

④
３次元

出来形管理

③
ICT
施工

簡単なことからはじめられるようになりましたので、
ICT活用をはじめて見るのはいかがでしょうか？

チャレンジいばらき簡単活用型



チャレンジ
いばらき
簡単活用型
(3,000㎥未満)

✖ ○
(CAD・Excel・ｼｮﾍﾞﾙ等)

○ ○ ✖

小規模ICT
活用工事

(1,000㎥未満)

選択
(従来・点・面)

○ 選択
(従来・MG)

○
(基本は断面管理)

○

①
３次元
起工測量

②
３次元
設計データ

⑤
３次元
納品

④
３次元

出来形管理

③
ICT
施工

どちらか・または両方

ワンマン測量機を活用することですべて対応することが可能です

ICT活用工事に対応する一例



4/26(火)にホンキの一歩体験会を開催します！



講習会場

体験の概要 (予定)



質疑応答



アンケートへのご協力をお願いします

①チャットをクリックしてください ②チャット画面のURLをクリックしてください

③アンケートページへ飛びます ④アンケートへのご記入をお願いします

オンラインセミナーアンケート



ご相談を希望の方は
こちらのQRコードから
お問い合わせください！

コチラからお問い合わせください




